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　幼稚園・保育所・放課後ルームでは、平成３１年４月から入所を希望される児童を募集します。なお、
２０２０年１月より、認定こども園が開設される予定です。勝浦幼稚園と中央保育所在籍園児は、認定こども園
に移行します。中央保育所在籍園児については、認定こども園が開設されるまで、仮設園舎（旧大原高等学校
勝浦若潮キャンパスを改修）での保育になります。

勝
浦
幼
稚
園
入
園
児
の
募
集

願
書
配
布

　

10
月
22
日
㈪
か
ら
勝
浦
幼
稚
園
で
配
布
（
土

日
・
祝
日
を
除
く
９
時
30
分
～
16
時
30
分
）

募
集
区
分

　

市
内
に
住
居
の
あ
る
満
３
歳
か
ら
小
学
校
就

学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
幼
児

▽
１
年
保
育
（
５
歳
児
（
平
成
25
年
４
月
２
日

～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
））

　

17
人

▽
２
年
保
育
（
４
歳
児
（
平
成
26
年
４
月
２
日

～
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
））

　

18
人

▽
３
年
保
育
（
３
歳
児
（
平
成
27
年
４
月
２
日

～
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
））

　

30
人

受
付
お
よ
び
１
日
体
験
入
園

　

11
月
27
日
㈫　

９
時
30
分
～

申
込
・
問
合
せ

　

勝
浦
幼
稚
園

　

☎
73

−

１
４
１
２

保
育
所
入
所
児
童
募
集

入
所
要
件

　

保
護
者
の
労
働
や
求
職
活
動
に
よ
り
日
中
保

育
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
乳
幼
児

申
込
書
配
布

　

10
月
９
日
㈫
か
ら
各
保
育
所
に
て
配
布

受
付
日
時

　

11
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮　

９
時
～
16
時

受
付
場
所

①
中
央
保
育
所　

☎
73

−

０
０
１
９

②
上
野
保
育
所　

☎
76

−

０
２
１
３

③
総
野
保
育
所　

☎
77

−

０
８
４
２

※
受
付
場
所
に
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

印
鑑
、
母
子
手
帳

問
合
せ

　

福
祉
課
児
童
係

　

☎
73

−

６
６
１
８

放
課
後
ル
ー
ム
入
所
児
童
募
集

入
所
要
件

　

労
働
な
ど
に
よ
り
日
中
保
護
者
が
い
な
い
家

庭
の
小
学
生
（
１
年
生
～
６
年
生
）

申
込
書
配
布

　

10
月
９
日
㈫
か
ら
各
放
課
後
ル
ー
ム
・
各
保

育
所
・
福
祉
課
に
て
配
布

受
付
期
間

　

10
月
29
日
㈪
～
11
月
７
日
㈬

受
付
場
所

①
各
放
課
後
ル
ー
ム
（
13
時
～
18
時
）

②
福
祉
課
（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

負
担
金

　

６
，
０
０
０
円
（
１
ヶ
月
）

傷
害
保
険
料

　

８
０
０
円
（
１
年
間
）

開
所
時
間
（
日
曜
は
休
業
）

▽
小
学
校
で
授
業
を
行
う
日
（
平
日
）

　

授
業
終
了
～
18
時

▽
小
学
校
休
業
日
（
土
曜
・
振
替
な
ど
）

　

８
時
～
18
時

問
合
せ

　

福
祉
課
児
童
係

　

☎
73

−

６
６
１
８

平成３１年度（2019年度）
幼稚園・保育所・放課後ルーム
　　　　　　　　　入所児童募集
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受付期間　１０月１２日（金）９時から受付開始
※定員になり次第募集終了。受付期間は全教室共通、締切日は設けません。
対象者　勝浦市在住、在勤、在学の方（小学生以下は保護者同伴）
申込・問合せ　芸術文化交流センター　☎７３－１００１

あなたにぴったりがきっとみつかる
わ　　  く　　　  わ　　  く

キュステＷａｋüＷａｋü
　　　  カルチャースクール

～冬の新教室ラインアップ～

　

羊
毛
を
特
殊
な
針
で
つ
つ
き
繊
維
を

絡
め
な
が
ら
成
形
す
る
手
芸
、
フ
ェ
ル

ト
ア
ー
ト
。
ふ
わ
ふ
わ
感
が
可
愛
ら
し

く
、
最
近
そ
の
人
気
は
急
上
昇
中
だ
と

か
。
今
年
の
冬
は
キ
ュ
ス
テ
で
フ
ェ
ル

ト
ア
ー
ト
の
世
界
を
堪
能
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
教
室
で
は
か

わ
い
い
動
物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
、
お

し
ゃ
れ
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
老
若
男
女
大
歓
迎
！
親

子
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

開
講
日
程

　

12
月
９
日
㈰
・
23
日
㈰
、

　

平
成
31
年
１
月
13
日
㈰
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
調
理
室

定
員　

10
人

材
料
費　

１
，５
０
０
円
（
１
回
あ
た
り
）

講
師　

渡
邊　

恵
（
鴨
川
市
）

 

「
音
痴
の
私
で
も
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
め

る
か
な
？
」「
カ
ッ
コ
良
く
歌
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
！
」「
歌
は
苦
手･･･

で
も
、

宴
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で
１
曲
は
歌
え
る
よ

う
な
り
た
い
！
」「
発
声
の
基
本
を
知
り

た
い
！
」
と
い
う
あ
な
た
、
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
歌

謡
曲
・
演
歌
・
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ ･

ジ
ャ
ズ
・

ア
ニ
ソ
ン
・
童
謡
、
な
ん
で
もShall w

e 
sing

??

開
講
日
程

　

平
成
31
年
１
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬
、・

23
日
㈬
・
30
日
㈬
、
２
月
６
日
㈬

 

（
全
５
回
）

時
間　

14
時
～
16
時

　
　

 

（
第
１
回
の
み
10
時
～
12
時
）

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
多
目
的
室

定
員　

15
人

受
講
費　

無
料

講
師　

石
井　

和
里

　
　

（
い
し
い
音
楽
教
室
主（
勝
浦
市
））

 

「
コ
ー
ヒ
ー
を
知
ろ
う
。
淹
れ
よ
う
。

味
わ
お
う
。」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
知
識

を
深
め
、
豆
の
焙
煎
や
ド
リ
ッ
プ
方
法

を
学
び
、
香
り
豊
か
で
ほ
の
か
に
甘
い

コ
ー
ヒ
ー
そ
の
も
の
の
風
味
を
余
す
こ

と
な
く
味
わ
う
術
を
学
ぶ
教
室
で
す
。

世
界
中
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
比
べ
て
、

あ
な
た
の
至
高
の
一
杯
を
探
し
ま
し
ょ

う
。

開
講
日
程

　

平
成
31
年
１
月
12
日
㈯
、・
19
日

㈯
、・
26
日
㈯
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
調
理
室

定
員　

15
人

材
料
費　

３
，０
０
０
円
（
３
回
分
）

講
師　

水
野　

俊

　
　

（
焙
煎
工
房
抱（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）（
大
多

喜
町
））

フ
ェ
ル
ト
ア
ー
ト
教
室

　
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
作
る

ア
ク
セ
サ
リ
ー

カ
ラ
オ
ケ
☆
虎
の
巻

─
歌
う
こ
と
を
、

も
っ
と
楽
し
く
。─

山
峡
の
焙
煎
師
が
伝
え
る
技

　
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ
プ

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

Ｗａｋü
Ｗａｋü

完成品イメージ
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Katsuura 
Topics

　フランスで行われたサッカーＵ－２０（２０歳以
下）女子ワールドカップで優勝した日本代表のメン
バーで、オルカ鴨川ＦＣ所属の村岡真実選手（国際武
道大学３年）が、８月３０日、勝浦市役所を訪れ猿田
市長に優勝を報告しました。
　村岡選手は６試合中５試合に出場。スペインとの
決勝戦でも途中出場し、優勝の瞬間をピッチ上で迎
え、他のメンバーたちと喜びを爆発させていました。
　報告を終えた村岡選手に、世界の舞台で戦った感
想を聞くと「チームとして技術面で勝てる部分が
あったが、もう少し当たり負けしないようにフィジ
カルの部分をあげていけたら、もっといい勝負がで
きると思います」と冷静に分析。また、オルカ鴨川で
のリーグ後半戦に向けた意気込みを尋ねると「１回
も負けられない。そんな試合が続きます。なんとし
ても１部に上がるための切符を手にしたいと思いま
す」と、力強く語ってくれました。最後に、勝浦のサッ
カーをやっている子どもたちにメッセージをお願い
したところ、穏やかな表情で「練習のときも試合のと
きも常にポジティブに。そして、人の話をしっかり聞
き入れること。私も人の話をちゃんと聞き入れなさ
いとよく言われます」と、笑いながら話してくれまし
た。気さくに取材に応じてくれた村岡選手。今後の
活躍も楽しみです。

　８月２６日、千葉県会場となった勝浦中学校（副
会場に新官区と部原区）で、首都圏４都県と５政令
市が毎年実施しており、第３９回目となる「九都県
市合同防災訓練」が行われました。関係機関や一
般の方などおよそ５，０００人が参加した訓練で
は、震度６強の地震が発生した想定のもと、倒壊家
屋からの負傷者搬送や、避難所の運営、津波からの
避難など本番さながらの訓練が行われ、参加者は
汗を流しながら懸命に取り組んでいました。

世界一！サッカーＵ－２０女子Ｗ杯

村岡選手が優勝報告

大地震を想定した大規模な訓練

九都県市合同防災訓練

カッピーにメダルをかけてくれました

武道大関係者と市長（左から２番目が村岡選手）

消防団員は負傷者を救助

ヘリコプターからの降下訓練

押しつぶされた車からの救助訓練
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シリーズシリーズ

生きるために
自分らしく 地域地域地域地域

～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

　認知症や精神障害・知的障害・その他の障害によって、物事を判断する能力が十分ではない方について、
本人の権利を守る援助者を選ぶことで、本人を保護し、支援する制度です。

財産管理や日常生活に不安のある方を支援します
成年後見制度 Part3

成年後見の申立てをする方がいない場合は、どうすればよいですか？
身寄りがないなどの理由で、申立てをする人がいない認知症の高齢者、知的障害者、
精神障害者の方の保護・支援を図るため、市町村長に法定後見（後見・保佐・補助）
開始の審判の申立権が与えられています。

成年後見人にはどのような方が選ばれるのですか？
　成年後見人などは本人のためにどのような保護・支援が必要かなどの事情に応じ
て、家庭裁判所が選任することになります。
　本人の親族以外にも法律・福祉の専門家その他の第三者や、福祉関係の公益法人
その他の法人が選ばれる場合もあります。

☆成年後見制度利用については勝浦市地域包括支援センター（☎７３－６６１５）までお問い合わせください。

第７回　かつうら・おんじゅく

鶴 亀 学 校
鶴亀学校とは、介護予防と認知症予防をテーマに、勝浦市と
御宿町が協同で開催している教室です。いくつになっても健康
でいるためには、日頃から体を使うことがとても大切です。体
を使うことの大切さをみんなで一緒に学びませんか？

申込・問合せ
介護健康課高齢者支援係
☎７３－６６１５

送迎バスにつきましては、　ご相談に応じます。

６５歳以上（先着順７０人）
※事前に申し込みが必要です！
※昼食代５００円をご用意ください

対 象

午前  音楽を使ったレクリエーション
午後  体を動かそう！脳トレゲーム  など内 容

日 時 １１月１日（木）　１０時～１５時

場 所 芸術文化交流センター　大ホール
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今
年
も
「
勝
浦
大
漁
ま
つ
り
」
が
９
月
14

日
か
ら
17
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
小

雨
を
も
の
と
も
し
な
い
熱
気
が
勝
浦
の
街
を

包
み
込
み
、
合
同
祭
典
に
は
多
く
の
観
客
が

詰
め
か
け
る
な
ど
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

神
輿
の
担
ぎ
手
か
ら
聞
こ
え
る
威
勢
の
い

い
祭
唄
や
、
屋
台
・
山
車
か
ら
響
く
粋
な
音

色
ま
で
お
届
け
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す

が
、
少
し
で
も
ま
つ
り
の
雰
囲
気
や
迫
力
が

伝
わ
れ
ば
と
願
い
を
込
め
、「
写
真
で
ふ
り

か
え
る
勝
浦
大
漁
ま
つ
り
」
と
題
し
、
期
間

中
の
様
子
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

①
墨
名
区
熊
野
神
社
神
輿

②
串
浜
区
春
日
神
社
神
輿

③
新
官
区
八
坂
神
社
神
輿

④
上
本
町
屋
台

⑤
仲
本
町
屋
台

⑥
下
本
町
屋
台

⑦
出
水
区
山
車

⑧
向
か
い
合
っ
て
の
競
演

⑨
⑩
子
ど
も
た
ち
の
神
輿
も
躍
動

⑪
神
輿
が
船
へ
と
渡
る
（
船
渡
し
）　

⑫
沢
倉
区
八
幡
神
社
神
輿

⑬
浜
勝
浦
区
遠
見
岬
神
社
神
輿

⑭
松
部
区
武
内
神
社
神
輿

勝
浦
大
漁
ま
つ
り

写
真
で
ふ
り
か
え
る

川津区川津神社神輿

①②③



⑫⑬⑭

④

⑥

⑧⑨

⑪

⑩

⑤

⑦



連
れ
、
そ
し
て
３
階
で
行
わ
れ
て
い
た
英
会

話
教
室
帰
り
の
先
生
や
参
加
者
ま
で
、
次
々

と
人
が
や
っ
て
来
て
、
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ

べ
り
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
こ
の
場
は
、
昨

年
の
５
月
か
ら
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
「
な

か
よ
し
子
ど
も
食
堂
」
で
あ
る
。

　「
子
ど
も
食
堂
」
は
、
今
全
国
で
注
目
を

浴
び
て
い
る
社
会
活
動
で
、「
食
堂
」
の
名

の
通
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提

供
。
こ
の
食
事
を
き
っ
か
け
に
、
多
様
な

人
た
ち
が
集
い
、
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と

で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

　
勝
浦
の
「
な
か
よ

し
子
ど
も
食
堂
」
の

katsuurashii-person   55
　
２
年
前
に
こ
の
連
載
で
ご
紹
介
し
た
、
朝

市
通
り
に
あ
る
イ
シ
イ
時
計
ビ
ル
の
〝
イ
シ

イ
時
計N

ネ
ク
ス
ト

ext

〟。
ビ
ル
の
各
ス
ペ
ー
ス
を
貸

し
出
し
た
り
、
物
販
の
委
託
販
売
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
様
々
な
人
た
ち
の
「
や
り
た
い

気
持
ち
」「
得
意
な
こ
と
」
を
発
揮
で
き
る

場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
今
や
ワ
ン
デ

イ
カ
フ
ェ
が
開
か
れ
た
り
、
英
会
話
教
室
が

行
わ
れ
た
り
と
、
人
の
集
う
ビ
ル
と
な
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
ビ
ル
が
ひ
と
き
わ
賑
や
か
に

な
る
の
が
、
毎
月
第
２
土
曜
日
の
夕
方
だ
。

　「
今
日
は
何
？
」「
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し

た
。
餃
子
に
中
華
ス
ー
プ
で
す
」「
ほ
ら
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
席
空
い
た
よ
ー
」

…
…
近
所
の
ご
年
配
の
み
な
さ
ん
か
ら
家
族

あ
の
ビ
ル
に
新
た
な
賑
わ
い

た
。
実
際
や
っ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
勉
強
に

な
り
ま
す
。
集
落
の
集
ま
り
と
は
ま
た
違
っ

た
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
の
も

い
い
で
す
ね
」
と
話
す
。

　
協
力
者
は
他
に
も
い
る
。今
回
の
開
催
時
、

武
道
大
学
の
留
学
生
た
ち
が
興
味
津
々
だ
っ

た
デ
ザ
ー
ト
の
梨
。
実
は
こ
の
梨
は
提
供
し

て
も
ら
っ
た
食
材
だ
。「
以
前
も
農
家
の
方

か
ら
野
菜
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
米

や
ハ
ム
、
お
し
ぼ
り
な
ど
も
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」。
そ
う
、
子
ど
も
食
堂
の
い

い
と
こ
ろ
は
、
食
べ
に
来
た
人
た
ち
だ
け
の

つ
な
が
り
で
は
な
く
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
結
び
つ
く
と
い
う
、
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。

　
た
だ
、
課
題
も
あ
る
。
現
在
ス
タ
ッ
フ
は

無
給
な
の
に
加
え
、
交
代
要
員
も
確
保
で
き

て
い
な
い
。「
毎
月
出
て
い
る
と
、
や
っ
ぱ

り
大
変
な
時
も
あ
る
ん
で
す
」と
永
田
さ
ん
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継
続
性
あ
る
状

場
所
問
題
を
ク
リ
ア
。

　
次
は
人
材
だ
。
幸
い
、
活
動
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
く
れ
た
友
人
た
ち
が
、
ホ
ー
ル
や
調

理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
た
。
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
の
ス

タ
ッ
フ
で
あ
る
戸
部
さ
ん
は
「
調
理
な
ら
私

に
も
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

態
に
持
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
が
今
後
の
カ

ギ
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
入
り
に
く
い
雰
囲
気
に
は
し
た

く
な
い
」
と
も
。「
子
ど
も
だ
け
と
い
う
訳

で
は
な
く
、
年
配
の
方
で
一
人
暮
ら
し
の
方

も
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
方
に

も
ぜ
ひ
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
誰
も
が
集
え

て
わ
い
わ
い
で
き
る
場
が
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
」。

　
そ
う
語
る
永
田
さ
ん
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る

の
が
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
だ
。「
料
理
の
プ

ロ
で
は
な
い
か
ら
特
別
な
も
の
は
無
理
だ
け

ど
、
出
汁
か
ら
ち
ゃ
ん
と
作
っ
た
味
噌
汁
を

出
し
た
り
ね
」。
家
庭
の
味
は
、な
ぜ
か
ほ
っ

と
す
る
。
そ
し
て
、心
を
開
か
せ
て
く
れ
る
。

「
子
ど
も
た
ち
に
将
来
『
近
所
に
お
せ
っ
か

い
な
お
ば
ち
ゃ
ん
が
い
た
な
ー
』
っ
て
思
い

出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
。
そ
ん
な
思
い
出

づ
く
り
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。
そ
う
し

て
笑
顔
が
ま
た
一
つ
生
ま
れ
て
い
く
。

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

子どもから年配の方まで、様々な
人たちが集う子ども食堂。この日
は武道大学の留学生も加わり、イ
ンターナショナルな雰囲気に

「なかよし子ども食堂」
は、イシイ時計 Next
の 2階を会場に、毎月
第２土曜に実施。時間
は 17:30 から 19:30。
1食、高校生以下 200
円、 大 人 300 円 で、
限定 25食

仕込みや会場のセッティングのため、オープン 2時間前から作業を始める。この日の
メニューは餃子。みんなで具を包む。オープン後は息もつかせないほどの忙しさ

代
表
を
務
め
る
永
田
光
子
さ
ん
は
、
勤
め

な
が
ら
子
育
て
す
る
人
た
ち
の
大
変
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
、「
子
育
て
の
応
援
を
し

た
い
」
と
、
子
ど
も
食
堂
を
始
め
よ
う
と

思
い
立
っ
た
。
だ
が
、
保
健
所
の
許
可
が

得
ら
れ
た
施
設
で
な
け
れ
ば
食
事
提
供
が

で
き
な
い
た
め
、
場
所
探
し
に
頭
を
悩

ま
せ
る
。
そ
ん
な
時
、「
知
り
合
い
か

ら
ビ
ル
を
管
理
し
て
い
る
河
野
さ

ん
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
」
と
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
と

子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
に

会場は
このビルの
2階

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
元
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な

が
り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

昭和 23 年 6 月 12 日生まれ。
70 歳。東京都出身。会社を
退職後、10 数年前に横浜か
ら勝浦へ I ターン。昨年 5 月
より「なかよし子ども食堂」
を開始。代表を務めている

●子どもが 1人でも利用でき、無料または低料金で子どもやその親、地域の人
たちなどに食事や団らんの場を提供するコミュニティのこと。

●地域住民や自治体が活動主体となり、場所は飲食店や個人宅、公共施設や寺な
どが活用される。調理する人や運営する人、食材を提供してくれる人、寄付をす
る人など、利用者以外にも多様な人たちが参加できるコミュニティでもある。

●社会に隠れた「子どもの貧困」「孤食」を解決する場として始まった子ども食堂。
今や全国各地にあり、「年代を越えた交流の場」「地域のたまり場」「自ら料理す
る場」など、場づくりの目的も地域の実情に応じて様々。

子ども
食堂
とは？

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
！

勝
浦
の
子
ど
も
食
堂 season2シーズン

永田光子さん
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お
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ら
せ

インフォメーションガーデン

問合せ　総務課総務係
　　　　☎７３−６６４６

平
成
31
年
成
人
式

ち
ば
ハ
ー
ト
フ
ル
・

 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　

 

２
０
１
８

イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
家
と
な
る

耕
作
放
棄
地
を
な
く
そ
う
！

公表します

平
成
29
年
度

行
政
改
革
の

取
組
み
状
況

　

市
で
は
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、時
代
に
即
し
た
行
政
運
営
、

健
全
な
財
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
29
年
3
月
に
作
成
し
た
「
勝
浦
市

行
政
改
革
大
綱
２
０
１
７
及
び
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
、
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
29
年
度
の
取
組
み
状

況
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
来
年
１
月
13
日
㈰
に
勝

浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会

場
と
し
て
「
平
成
31
年
勝
浦
市
成
人

式
」
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
成
人
式

へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社

会
教
育
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
市
内
在
住
の
対
象
者
の

方
に
は
６
月
中
旬
に
案
内
文
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ　

社
会
教
育
課

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
６
５

日
時　

12
月
５
日
㈬

　
　
　

13
時
～
16
時

会
場　

千
葉
市
民
会
館
（
Ｊ
Ｒ
千
葉

駅
東
口
よ
り
徒
歩
約
７
分
、
Ｊ
Ｒ

東
千
葉
駅
よ
り
徒
歩
約
３
分
）

内
容　

辻
井
い
つ
子
さ
ん
（
ピ
ア
ニ

ス
ト
辻
井
伸
行
さ
ん
の
母
）
に
よ

る
講
演
、
千
葉
県
警
察
音
楽
隊
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

定
員　

１
，０
０
０
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
入
場
無
料

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

入
場
希
望
人
数
（
１
通
に
つ
き
２

　

耕
作
放
棄
地
は
イ
ノ
シ
シ
の
格
好

の
棲
み
家
で
す
。
定
期
的
な
刈
り
払

い
を
実
施
す
る
な
ど
、
農
地
の
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
年
々
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
耕
作
放
棄
地
を
刈
り

払
う
こ
と
で
農
村
か
ら
イ
ノ
シ
シ
を
追

い
払
う
「
イ
ノ
シ
シ
棲
み
家
撲
滅
特
別

対
策
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

▽
千
葉
県
夷
隅
農
業
事
務
所

　

☎
０
４
７
０

−

82

−

４
９
５
６

▽
千
葉
県
農
地
・
農
村
振
興
課

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
７
８
５

▽
勝
浦
市
農
林
水
産
課

　

☎
73

−

６
６
３
５

人
ま
で
、
無
記
入
は
１
人
）、
託

児
サ
ー
ビ
ス
・
手
話
・
要
約
筆
記

通
訳
希
望
・
車
い
す
の
使
用
の
有

無
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
返
信
用

は
が
き
に
返
信
用
あ
て
先
を
明
記

の
上
、
左
記
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い

※
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
使
用
不
可

応
募
期
間　

11
月
１
日
㈭
必
着

申
込
・
問
合
せ

　

〒
２
６
０

−

０
８
５
５　

千
葉
県

庁
内
郵
便
局
留　

ち
ば
ハ
ー
ト
フ

ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
事
務

局
（
県
健
康
福
祉
政
策
課
内
）

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
３
４
８

項目
分類 推　進　事　項 個　別

計画数
平 成 ２９ 年 度

実　施 検　討 未実施

1 市民と協働のまちづくりの推進 6 5 1 0 

(1) 市民参加と協働の推進 4 3 1 0 

(2) 男女共同参画社会の形成 2 2 0 0 

2 時代に即した行政運営 17 11 6 0 

(1) 事務事業の見直し 7 5 2 0 

(2) 公共施設の再編と効率的運営 4 3 1 0 

(3) 行政組織等の見直し 1 0 1 0 

(4) 定員管理及び給与の適正化 1 1 0 0 

(5) 人材の確保 1 1 0 0 

(6) 情報処理システム等の活用 3 1 2 0 

3 健全な財政運営 16 8 7 1 

(1) 財政の健全化 3 2 0 1 

(2) 歳入の確保 3 1 2 0 

(3) 歳出の抑制 5 2 3 0 

(4) 市有財産の有効活用 2 2 0 0 

(5) 地方公営企業の経営健全化 1 0 1 0 

(6) 広域連携の推進 2 1 1 0 

合　　　　　　計 39 24 14 1 

平成２９年度実施状況
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

千
葉
県
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
開
催
時
に
、
会
場
周
辺
駅
や
主
要

駅
な
ど
で
千
葉
県
を
訪
れ
る
多
く
の

方
々
に
交
通
案
内
や
観
光
案
内
な
ど

の
「
お
も
て
な
し
」
を
行
う
都
市
ボ

　

耕
作
放
棄
地
は
イ
ノ
シ
シ
の
格
好

の
棲
み
家
で
す
。
定
期
的
な
刈
り
払

い
を
実
施
す
る
な
ど
、
農
地
の
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
農
業
被
害
は
年
々
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
耕
作
放
棄
地
を
刈
り

払
う
こ
と
で
農
村
か
ら
イ
ノ
シ
シ
を
追

い
払
う
「
イ
ノ
シ
シ
棲
み
家
撲
滅
特
別

対
策
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

▽
千
葉
県
夷
隅
農
業
事
務
所

　

☎
０
４
７
０

−
82

−
４
９
５
６

▽
千
葉
県
農
地
・
農
村
振
興
課

　

☎
０
４
３

−
２
２
３

−

２
７
８
５

▽
勝
浦
市
農
林
水
産
課

　

☎
73

−

６
６
３
５

日
時　

10
月
20
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
14
時
25
分

場
所

　

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

　
（
一
宮
町
東
浪
見
６
７
６
７
番
地
７
）

内
容　

小
学
部　

遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
を
中
心

と
し
た
催
し
物

中
学
部
・
高
等
部　

作
業
学
習
の
活

動
の
様
子
の
紹
介
、
作
業
製
品
の

展
示
と
販
売

　

長
養
太
鼓
（
和
太
鼓
）
演
奏
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

　

地
域
中
学
校
と
の
交
流
や
外
部
団

体
の
販
売
な
ど
も
予
定

問
合
せ

　

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

　

☎
０
４
７
５

−

42

−

２
４
７
０

千
葉
県
立
長
生
特
別
支
援
学
校

「
し
お
か
ぜ
祭
（
文
化
祭
）
」

　

国
民
健
康
保
険
な
ら
び
に
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
制
度
の
被
保
険
者
に
か
か
る
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
短
期
人
間

ド
ッ
ク
利
用
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

助
成
対
象
検
査

・
２
日
以
内
で
行
う
総
合
的
な
精
密
検
査

・
脳
精
密
検
査

（
※
同
一
年
度
内
に
お
い
て
１
回
の
み
）

助
成
額　

受
検
料
の
７
割

　
　
　

 

（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

※
助
成
限
度
額
７
万
円

助
成
の
受
け
方

①
人
間
ド
ッ
ク
受
検
予
定
の
医
療
機
関
に

予
約
す
る
。

②
受
検
予
定
日
の
30
日
前
ま
で
に
「
保

険
証
」
と
「
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）
」
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
民
課
国

保
年
金
係
に
て
申
請
す
る
。

③
受
検
後
、
「
領
収
書
」
と
「
結
果
表

（
検
査
明
細
書
）
」
、
「
請
求
書
（
押

印
は
申
請
時
と
同
じ
印
鑑
を
使
用
）
」

を
お
持
ち
の
う
え
市
民
課
国
保
年
金
係

で
助
成
金
の
請
求
を
す
る
。

④
請
求
後
、
指
定
金
融
機
関
の
ご
本
人

（
本
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
）
の
口
座
に
助
成
金
が
振
り
込
ま
れ

ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
短
期
人
間
ド
ッ
グ
助
成

助
成
対
象
者

　

次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
受
検
日
に
お
い
て
、
勝
浦
市
国
民
健
康

受検料の７割を助成！（限度額７万円）
国民健康保険短期・高齢者短期人間ドック助成

保
険
の
被
保
険
者
の
方

②
勝
浦
市
国
民
健
康
保
険
に
１
年
間
以
上

継
続
し
て
加
入
し
て
い
る
方

③
満
35
歳
以
上
の
方

④
納
期
の
到
来
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
方

⑤
医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
、
ま
た

は
治
療
を
受
け
て
い
て
も
受
検
に
支
障

が
な
い
方

⑥
検
査
の
記
録
を
市
に
提
供
す
る
こ
と
に

つ
い
て
承
諾
し
て
い
た
だ
け
る
方

⑦
同
一
年
度
に
お
い
て
特
定
健
康
診
査
を

受
診
し
て
い
な
い
方

▽
高
齢
者
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

助
成
対
象
検
査
・
助
成
額
・
助
成
の
受

け
方
は
、
国
保
短
期
人
間
ド
ッ
ク
と
同

様
で
す
。

助
成
対
象
者　

次
の
①
～
③
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
受
検
日
に
お
い
て
、
勝
浦
市
に
住
所
を

有
し
、
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
被
保
険
者
の
方

②
医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
か
、
ま

た
は
受
け
て
い
て
も
受
検
に
支
障
が
な

い
方

③
同
一
年
度
内
に
お
い
て
、
千
葉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委
託
さ
れ

て
、
勝
浦
市
が
行
う
健
康
診
査
を
受
け

て
い
な
い
方

問
合
せ　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
１
１

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間　

大
会
開
催
日
を
中
心
に

５
日
程
度

活
動
時
間

　

１
日
当
た
り
５
時
間
程
度

応
募
条
件

①
平
成
14
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
ま
た
は
日

本
に
居
住
す
る
資
格
を
有
す
る
方

③
日
本
語
に
よ
る
簡
単
な
会
話
（
意

思
疎
通
）
が
で
き
る
方

応
募
期
間　

12
月
10
日
㈪
ま
で

応
募
方
法　

ウ
ェ
ブ
ま
た
は
郵
送

（
締
切
日
当
日
の
消
印
有
効
）
で

応
募

募
集
案
内　

問
合
せ
先
に
請
求
も
し

く
は
社
会
教
育
課
で
配
布
（
部
数

に
限
り
あ
り
）
詳
細
は
左
記
サ
イ

ト
参
照

　
「
千
葉
県
の
東
京
２
０
２
０
に
向

　

け
た
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
特

　

設
サ
イ
ト
」

　

http://w
w

w
p.pref.chiba.lg.jp/

　

volunteer2020/

問
合
せ　

千
葉
県
環
境
生
活
部
県

民
生
活
・
文
化
課
内
都
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
務
局

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

４
１
６
４
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インフォメーションガーデン

◆
件
名 

◆
場
所 

◆
期
間

◆
落
札
業
者
名 

◆
契
約
金
額

▽
認
定
こ
ど
も
園
（
仮
称
）
勝
浦
こ

ど
も
園
建
設
工
事

・
出
水
地
内

　

９
／
３
～
Ｈ
31
／
10
／
31

　

㈱
山
田
工
務
所

　

７
３
８
，
１
６
３
，
８
０
０
円

▽
道
路
改
良
工
事
（
勝
浦
荒
川
線
）

・
串
浜
地
内

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
３
／
25

　

㈱
石
兼
組

　

５
２
，
１
６
４
，
０
０
０
円

▽
道
路
局
部
改
良
工
事
（
宿
戸
大
楠

線
）

・
大
楠
地
内

　

９
／
７
～
11
／
20

　

㈱
磯
本

　

１
，
５
６
６
，
０
０
０
円

▽
災
害
復
旧
工
事
（
赤
羽
根
川
（
33

号
）
）

・
植
野
地
内

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
２
／
28

　

不
調

▽
災
害
防
除
工
事
（
鵜
原
荒
川
線
）

・
鵜
原
地
内

　

９
／
７
～
11
／
２

　

㈱
大
森
組

　

３
，
８
３
４
，
０
０
０
円

▽
災
害
防
除
工
事
（
中
谷
関
谷
線
）

・
関
谷
地
内

　

９
／
７
～
11
／
22

　

㈲
三
上
工
務
所

入
札
結
果
の
公
表

　

千
葉
県
は
、
自
動
車
税
の
未
納
額

の
縮
減
の
た
め
、
10
月
か
ら
５
月
ま

で
を
滞
納
整
理
強
化
期
間
と
し
、
給

与
・
預
金
・
自
動
車
な
ど
の
差
押
え

を
一
層
強
化
し
ま
す
。
自
動
車
税
を

納
め
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
千
葉
県
茂
原
県
税
事
務
所
収
税
課

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

１
７
２
１

▽
千
葉
県
茂
原
県
税
事
務
所
大
多
喜

支
所　

☎
82

−

２
２
１
４

▽
千
葉
県
総
務
部
税
務
課

　

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

２
１
２
７

刑法犯認知件数【少ない順】〔７月〕　

７月末も県内 37 市中、第１位でした！
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 61 − 30 件
２ 南房総市 106 − 25 件
３ いすみ市 115 − 47 件

ご み 処理状況〔７月〕　(   ) 内は前年同月比

■ ６月 分 処 理 量 ： 
 平成３０年度累計  

714.732t（17.77% 増）
2518.257t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

597.500t（18.27% 増）
117.232t（15.30% 増）

市民のうごき〔８月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１７，７８１
８，９４３
８，８３８

人（９減）
人（５減）
人（４減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

４５
３６

６
２０

３
１
０

人
人
人
人
人
人
人

■８，７５３世帯 （５増）

交通事故件数〔８月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　８０件
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

２件
０人
２人

７８件

消防署の出動〔８月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　１件（０）
■救急：１１４件

自
動
車
税
の
滞
納
は

　
　

 

見
逃
し
ま
せ
ん
！

　

２
，
２
５
７
，
２
０
０
円

▽
舗
装
修
繕
工
事
（
法
花
平
沢
線
）

・
法
花
地
内

　

９
／
７
～
11
／
29

　

㈲
佐
久
間
工
業

　

５
２
９
，
２
０
０
円

▽
侵
入
警
報
設
備
設
置
工
事

・
新
官
第
１
配
水
池　

外
３

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
２
／
28

　

明
協
電
機
㈱

　

１
６
，
４
３
２
，
２
０
０
円

▽
勝
浦
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
工
事

・
出
水
地
内

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
３
／
27

　

㈱
沢
工
務
店

　

１
４
３
，
９
６
４
，
０
０
０
円

▽
消
防
団
詰
所
建
築
工
事
（
第
１
分

団
第
３
班
（
墨
名
）
）

・
墨
名
地
内

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
２
／
22

　

㈱
伊
藤
工
務
所

　

１
５
，
８
３
５
，
５
０
０
円

▽
勝
浦
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
開
設
工
事

・
新
官
地
内

　

９
／
７
～
11
／
30

　

㈱
共
和

　

２
，
４
９
６
，
４
７
４
円

▽
消
防
団
詰
所
解
体
工
事
（
第
１
分

団
第
３
班
（
墨
名
）
）

・
墨
名
地
内

　

９
／
７
～
10
／
25

　

㈱
伊
藤
工
務
所

　

４
，
４
１
７
，
２
０
０
円

▽
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
回
線
敷
設
工
事

・
勝
浦
市
立
上
野
小
学
校
他
６
校

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
３
／
27

　

宮
川
電
気
通
信
工
業
㈱

　

１
１
，
５
５
６
，
０
０
０
円

▽
勝
浦
市
総
合
防
災
ブ
ッ
ク
作
成
業

務
委
託

・
勝
浦
市
内

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
３
／
15

　

㈱
ゼ
ン
リ
ン
千
葉
営
業
所

　

４
，
０
８
２
，
４
０
０
円

▽
消
防
用
車
両

・
勝
浦
市
役
所

　

９
／
７
～
Ｈ
31
／
３
／
22

　

㈱
千
葉
ト
ー
ハ
ツ
商
会

　

９
，
６
６
６
，
０
０
０
円

▽
消
防
用
ホ
ー
ス

・
勝
浦
市
役
所

　

９
／
７
～
10
／
12

　

㈱
斉
藤
商
会

　

８
３
５
，
９
２
０
円

▽
防
火
衣
一
式

・
勝
浦
市
役
所

　

９
／
７
～
10
／
12

　

㈱
千
葉
ト
ー
ハ
ツ
商
会

　

９
９
９
，
０
０
０
円

▽
防
塵
メ
ガ
ネ

・
勝
浦
市
役
所

　

９
／
７
～
10
／
12

　

千
葉
ノ
ー
ミ
㈱

　

６
９
１
，
２
０
０
円

▽
超
音
波
画
像
診
断
装
置

・
国
民
健
康
保
険
勝
浦
診
療
所

　

９
／
７
～
10
／
31

　

岩
渕
薬
品
㈱
鴨
川
営
業
所

　

３
，
３
４
８
，
０
０
０
円

問
合
せ　

財
政
課
契
約
検
査
係

　

☎
73

−

６
６
４
９

差押え自動車の引揚げ例
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HP

　

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所
一
宮
調

停
協
会
で
は
、
家
事
・
民
事
調
停
委

員
に
よ
る
無
料
調
停
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
調
停
と
は
、
裁
判
所
の

調
停
委
員
が
問
題
解
決
の
た
め
間
に

入
り
、
話
し
合
い
に
よ
り
解
決
を

図
っ
て
い
く
制
度
で
す
。「
離
婚
、

扶
養
、
相
続
」
な
ど
の
家
庭
内
の
悩

み
ご
と
や
、「
金
銭
、
土
地
、
建
物
、

交
通
事
故
」
な
ど
の
悩
み
ご
と
で
お

困
り
の
方
は
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
？
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈰　

10
時
～
15
時

場
所　

茂
原
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
茂
原
市
町
保
13
‐
20
）

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

問
合
せ　

千
葉
地
方
・
家
庭
裁
判
所

一
宮
支
部

　

☎
０
４
７
５

−

42

−

３
５
３
１

　

茂
原
監
督
署
管
内
で

は
、
今
年
に
入
り
仕
事

中
の
ケ
ガ（
労
災
事
故
）

が
１
２
８
件
（
休
業
４

日
以
上
の
ケ
ガ
）
と
前

年
比
で
約
２
割
増
加
し

て
い
ま
す
。（
８
月
末

現
在
）

　

特
に
サ
ー
ビ
ス
業
（
小
売
業
、
飲

食
店
）
で
増
加
し
て
お
り
、
中
で
も

転
倒
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

転
倒
災
害
防
止
に
は
、
普
段
か
ら

の
「
４
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

清
潔
）
活
動
」
が
効
果
的
で
、
安
全

な
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

問
合
せ　

茂
原
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

４
５
５
１

日
時　

10
月
21
日
㈰　

10
時
～
16
時

場
所　

茂
原
会
場
（
茂
原
市
中
央
公

民
館
）、
い
す
み
会
場
（
い
す
み

市
岬
公
民
館
）、大
多
喜
会
場
（
お

お
た
き
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

「
オ
リ
ブ
」）、
御
宿
会
場
（
御
宿

町
公
民
館
）

相
談
内
容　

相
続
手
続
き
と
遺
言
書

作
成
、
農
地
法
・
宅
地
開
発
手
続

き
、
成
年
後
見
制
度
、
各
種
契
約

　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、

現
在
は
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
も
み
じ
の
家
で
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
る
内
多
勝
康
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
県
民
福
祉

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
９
日
㈮

　
　
　

14
時
15
分
～
15
時
45
分

会
場　

千
葉
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

な
ぜ
私
は「
も
み
じ
の
家
」

の
ハ
ウ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ

た
の
か
～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
か
ら
医
療

的
ケ
ア
児
の
現
場
へ
〜

定
員　

５
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込　

申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｈ
Ｐ
内

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
の
み
連
絡

し
ま
す
）

申
込
締
切　

10
月
26
日
㈮

参
加
費　

無
料

申
込
書
配
布
場
所

　

各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
各

市
町
村
行
政
な
ど

　

な
お
、
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
４
３

−

２
４
５

−

１
１
０
２

　
　

０
４
３

−

２
４
４

−

５
２
０
１

　
　

http://www.chibakenshakyo.com

　千葉県警察では、「千葉県安全で安心なまちづ
くりの促進に関する条例」の理念に基づき、県民
の関心・理解を深めるため、毎年「安全で安心な
まちづくり旬間」に、自治体・防犯協会などの関
係機関・団体や事業者、防犯活動に携わるボラン
ティアの方々と協力しながら、犯罪の起こりにく
いまちづくりを目指した活動を行っています。　
〈期間〉１０月１１日（木）～２０日（土）まで
〈主な活動内容〉
▽防犯ポスター展
▽地域防犯ボランティア県民大会
▽街頭における防犯キャンペーン
▽防犯ボランティアなどによる防犯パトロール
▽防犯教室、防犯座談会、出前防犯講話の開催　
など

問合せ　勝浦警察署　☎７３ー０１１０

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

無
料
調
停
相
談

労
災
事
故
が
増
加

県
民
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
開
催

安全で安心な
  まちづくり旬間

書
と
内
容
証
明
郵
便
の
作
成
、
法

人
設
立
に
関
す
る
こ
と
、
在
留
資

格
な
ど
国
際
業
務
に
関
す
る
こ

と
、
建
設
業
な
ど
各
種
許
認
可
申

請
に
関
す
る
こ
と

※
そ
の
ほ
か
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

※
予
約
制
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

問
合
せ　

千
葉
県
行
政
書
士
会
長
夷

支
部
（
今
関
）

　

☎
０
４
７
５

−

43

−

０
２
０
２

Fax

　◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○市民税・県民税：３期　　納期　１０月３１日（水）
○国民健康保険税：４期　　納期　１０月３１日（水）
○介護保険料　　：３期　　納期　１０月３１日（水）
○後期高齢者　　：４期　　納期　１０月３１日（水）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課徴収班　☎７３−６６２２

第１日曜日 １０月　７日 8：30～12：30
※第１日曜日のみ、

マイナンバーカードの
交付を行っています。

第３日曜日 １０月２１日

第１日曜日 １１月　４日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ
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『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
10
月
19
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　h

ttp
://w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/

携
帯
電
話
版 h

ttp
:// w

w
w

.c
ity

.k
a

tsu
u

ra
.lg

.jp
/m

　

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
勝
浦
市
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ

る
勝
浦
灯
台
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

　

海
の
安
全
お
よ
び
漁
業
活
動
に
大
き
な

役
割
を
は
た
し
て
い
る
勝
浦
灯
台
。
そ
の

灯
台
と
一
体
を
な
す
風
光
明
媚
な
原
風
景

は
勝
浦
の
歴
史
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
を

感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

灯
台
か
ら
見
え
る
景
色
か
ら
「
海
の
街

勝
浦
」
を
再
認
識
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

公
開
日
時

　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰　

※
荒
天
時
中
止

　

10
時
～
15
時
（
最
終
受
付
14
時
30
分
）

　

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
ま
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

会
場　

勝
浦
灯
台

昇
降
手
順

①
受
付
（
同
意
書
な
ど
に
署
名
）

②
灯
台
入
口
前
待
機

　

塔
内
は
狭
く
暗
い
こ
と
か
ら
、
安
全

確
保
の
た
め
一
回
の
見
学
者
は
20
～
25

人
を
基
準
と
し
て
昇
降
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
方
に
入
場
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

灯
台
上
部
踊
り
場
の
滞
在
時
間
は
、
５

分
程
度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
昇
降
（
見
学
者
入
れ
替
え
）

注
意
事
項

①
灯
台
の
入
口
付
近
は
狭
い
の
で
、
頭
な

ど
を
ぶ
つ
け
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
お

入
り
く
だ
さ
い

　勝浦市は、平成３０年１０月１日に市制施行６０周年を迎えました。
これまで、まちづくりにご尽力いただいた多くの方々に心より感謝申し
上げます。市では、この節目の年を市民の皆さまと一緒にお祝いするため、
記念式典を開催します。皆さまお誘い合わせのうえご来場ください。

日　　時　１０月１３日（土）　
　　　　　９時３０分～（受付・開場　８時３０分～）
場　　所　芸術文化交流センター（キュステ）
内　　容　これまでの勝浦市を振り返る映像の上映（９時１５分～）
　記念式典　市勢発展のために貢献、各分野でご尽力いただいた方への感謝状・表彰状の贈呈など
　記念アトラクション
　・「６０文字で綴る勝浦への明るい思い」作文コンクール　優秀作品発表
　・国際武道大学空手道部、少林寺拳法部による演武披露
　・勝浦小学校音楽部による演奏披露

問合せ　総務課秘書係　☎７３－６６４２

みなさまのご来場お待ちしています
“市制施行６０周年記念式典”を開催

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

勝
浦
灯
台
一
般
公
開

②
灯
台
内
部
は
狭
く
暗
い
場
所
も
あ
る
の

で
ゆ
っ
く
り
順
序
良
く
、
ま
た
、
誘
導

員
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
③
灯
台
内
に
は
鉄
梯
子
が
２
箇
所
あ
り
ま

す
の
で
、
握
力
の
無
い
方
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

④
灯
台
上
部
踊
り
場
へ
は
梯
子
を
伝
っ
て

登
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
を
抱
い
て
や

大
き
い
荷
物
を
持
っ
て
上
が
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

⑤
灯
台
上
部
踊
り
場
の
滞
在
時
間
を
厳
守

し
て
く
だ
さ
い

⑥
手
す
り
か
ら
身
を
乗
り
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い

駐
車
場

　

勝
浦
市
役
所
お
よ
び
キ
ュ
ス
テ
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
官
軍
塚
公
園

の
駐
車
場
お
よ
び
周
辺
道
路
へ
の
駐
車

は
、
他
の
利
用
者
の
妨
げ
に
な
り
ま
す

の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　

勝
浦
市
役
所
を
発
着
と
し
た
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
20
分
ご
と
に
運
行
い
た
し
ま

す
。

問
合
せ

　

勝
浦
市
観
光
商
工
課

　

☎
73

−

６
６
４
１
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